
母分散が未知の場合の仮説検定

平均値の信頼区間

平均値の差の検定

多群の場合：分散分析
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2017年度 心理・教育測定基礎編 A・B
心理・教育測定演習 A・B

心理・教育測定法（基礎編） A・B
木曜日 7-8限：W607 担当 前川

人間行動システム統計演習A・B 担当 前川
木曜日 9-10限 W607 栗山

4月 6日 オリエンテーション 前川 1 オリエンテーション

4月13日 統計量の計算・相関と回帰 2 データフレームの操作

4月20日 統計的推測の基礎 3 ヒストグラム、クロス集計

4月27日 一つの母平均に関する推測 4 相関と回帰

5月11日 二つの母平均に関する推測 5 平均値に関する推測

5月18日 複数の母平均に関する推測 6 分散分析１

5月25日
6月 1日

分散分析法と回帰分析
まとめ

7
8

分散分析２
まとめ

6月15日 イントロ

栗山

1 イントロ

栗山

栗山

6月22日 多次元尺度法による個体の分類 2 多次元尺度法

6月29日 クラスター分析による個体の分類 3 クラスター分析

7月 6 回帰分析 4 回帰分析

7月13日 因子分析 5 因子分析

7月21日 共分散分析と構造方程式モデル 6 共分散分析と構造方程式モデル

7月27日
8月 4日

その他の方法
まとめ

7
8

その他の方法
まとめ



仮説検定
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母分散が未知の場合 4

こう書くことはあまり無い。



母平均の信頼区間
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母平均の信頼区間 6



母平均の信頼区間 7



母平均の信頼区間

�データから大きさ nのサンプルを取り
信頼区間を計算することを m回繰り返
せば、そレらの区間のうち は、

真の平均値の値 を含むはずである。

�区間の両端が分布する。
は未知の定数。
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信頼区間と仮説検定

�帰無仮説を表す が
信頼区間に入っていれば、
帰無仮説を保持、入っていなければ
帰無仮説を棄却する。

�両側検定の場合、
信頼係数と有意水準は同じ α 。

�α を小さくすると区間は長くなる。
�nを大きくすると区間は短くなる。
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２群の母平均の差の検定
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母分散が既知で等しい場合

�データの分布

�検定仮説（両側検定）

�検定統計量の分布
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母分散が既知で等しい場合

�検定統計量の分布
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母分散が既知で等しい場合

�検定統計量の分布

�帰無仮説は

�したがって
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母分散が未知で等しい場合

�検定統計量の分布
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母分散が未知で等しい場合 15

平均値の差の t 検定



母分散が既知で等しく無い場合

�データの分布

�検定仮説（両側検定）

�検定統計量の分布
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母分散が未知で等しく無い場合 17



母平均の差の信頼区間
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母平均の差の信頼区間 19



母平均の差の信頼区間 20

�母平均の差の信頼区間が 0 を含めば
帰無仮説を保持（差が無い）、
0 を含まなければ、棄却（差がある）。

�実際にどの程度差があるかを知ることが
出来る。
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３群の平均値の差の検定 22



３群以上の平均値の差の検定 23



分散分析

24



分散分析・実験計画法

�用語
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分散分析・実験計画法 26



１元配置 = ３群以上の平均値の差の検定 27



１元配置 = ３群以上の平均値の差の検定 28



２元配置 29



２元配置 30



２元配置 31


